
土地
番号

1

2

有 無 要 不 要 不

1
ビニールハウス(○m
×○m)、2棟

H30年
11月

☑ □
一部、ビニー
ルに破損あり

2-1
2-2

□ ☑ □ ☑

2 □ □ □ □ □ □

要 不

1
ビニールハウス(○m
×○m)、2棟

受手　太郎 ☑ □ 令和7年5月

2 □ □

備考貸借期間

令和7年4月30日
～

令和17年3月31日

令和  年  月  日
～

令和  年  月  日

収去時期
土地
番号

新設する定着物
（台数、規模等）

設置者
設置者の
収去義務 設置時期

修繕
交換
改植

具体的な
状況

写真
番号

賃借権又は使用貸借による権利の設定を受ける土地に係る定着物（土地を付合した物を含む。以下同じ）の
内容及び原状回復の範囲については、下記のとおりである。

土地定着物に関する確認書

１　定着物設置土地（既設を含む。）

記

借受時
破損等の
有無

借受時 返還時

土地
番号

既存の定着物
（台数、規模等）

設置時期

300㎡

２　定着物の内容及び原状回復

具体的な
状況

土地の所在 面積

〇〇市〇〇町〇〇〇567

２　その他
定着物 内容 備考

令和17年3月

具体的な収去方法
(設置者の具体的な対応)

ビニールハウスを撤去
し、耕作可能な状態へ
復元する

記載例



○ 年 ○ 月 ○ 日

住　　　　　所

氏名又は法人名

(役職・代表者名 )

連　　絡　　先

○ 年 ○ 月 ○ 日

住　　　　　所

氏名又は法人名

(役職・代表者名 )

連　　絡　　先

農地所有者

記

１　土地に係る定着物の状況は、本確認書記載のとおりです。
２　本確認書に記載されている定着物の原状回復の範囲及びその内容は、本確認書記載のとおりで
  あり、その原状回復義務は、農地借受者が農地所有者に対して直接負うものとします。
３　公益財団法人三重県農林水産支援センターは、本確認書記載の全ての定着物につき、農地所有
  者に対し、原状回復義務を負いません。

令和

〇〇〇-〇〇〇〇-〇〇〇〇

農地借受者 株式会社受手ファーム 及び農地所有者 出手　次郎 は、本確認書に基づき、下記のとおり相互
に確認しました。

㊞

令和
農地借受者

○○市〇〇町〇〇〇345

株式会社受手ファーム

㊞

代表取締役　受手　太郎

○○郡〇〇町〇〇〇321-1

出手　次郎

〇〇〇-〇〇〇〇-〇〇〇〇

農地借受者と農地所有者の氏名は下記に

入力した内容が自動入力されます



○ 年 ○ 月 ○ 日

写真台紙

撮影日：令和

写真番号

土地番号

写真番号

土地番号

土地番号

写真番号

写真番号

土地番号

写真番号

土地番号

写真番号

土地番号

記載例


